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「
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
」
は
、
昭

和
４７
年(

１
９
７
２)

に
中
学
生
・
高
校
生

の
職
業
的
な
発
達
の
準
備
度
を
測
定
す
る
検

査
と
し
て
公
表
さ
れ
、
進
路
指
導
用
と
し
て

中
学
校
・
高
等
学
校
で
広
く
活
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。平
成
元
年（
１
９
８
９
）に
は
、

改
訂
版
と
し
て
ホ
ラ
ン
ド
の
職
業
選
択
理
論

の
考
え
方
を
導
入
し
た
第
２
版
「
新
版　

職

業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
」
が
公
表
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
産
業
構
造
の
変
化
や
科
学
技

術
の
進
展
、
情
報
化
技
術
の
発
展
な
ど
に

よ
り
職
業
世
界
の
構
造
も
大
き
く
変
化
し
て

い
る
こ
と
と
、
中
学
生
や
高
校
生
の
職
業
選

択
の
考
え
方
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

第
３
版
に
向
け
た
改
訂
作
業
が
平
成
１５
年

（
２
０
０
３
）
か
ら
進
め
ら
れ
た
。

　

改
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
現
状
の
中
学
生
・

高
校
生
の
基
準
デ
ー
タ
の
作
成
と
検
査
を
構

成
す
る
尺
度
の
見
直
し
、
結
果
を
解
釈
す
る

た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
開
発
が
研
究
の
中

心
と
な
り
、平
成
１８
年
（
２
０
０
６
）
に
「
職

業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
第
３
版
」
と
し
て

公
表
す
る
に
至
っ
た
。

【
改
訂
の
要
点
】

・
尺
度
の
改
訂
‥
Ａ
検
査
（
職
業
興
味
）
と

Ｃ
検
査
（
職
務
遂
行
の
自
信
度
）
に
つ
い
て

は
、
５４
項
目
の
う
ち
１０
項
目
を
新
規
に
追

加
し
、
２
項
目
が
興
味
領
域
の
変
更
と
な
っ

た
。
Ｂ
検
査
は
、
検
査
内
容
を
全
面
的
に
作

り
直
し
た
。

・
換
算
点
の
変
更
‥
全
国
の
中
学
生
１
０
、

９
９
６
名
、
高
校
生
１
７
、１
０
４
名
の
協

力
に
よ
る
標
準
化
調
査
に
よ
り
新
た
に
規
準

を
作
成
し
、
換
算
表
を
中
学
生
、
高
校
生
以

上
用
に
分
け
、
換
算
点
を
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

順
位
で
男
女
別
に
表
し
た
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
開
発
‥
中
学
生
、

高
校
生
が
結
果
の
整
理
と
解
釈
が
で
き
る

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
開
発
し
た
。
内
容
は
、

W
O
R
K
１
〜
W
O
R
K
３
の
基
礎
ワ
ー
ク

と
W
O
R
K
プ
ラ
ス
と
し
た
発
展
ワ
ー
ク
の

４
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

【
検
査
の
特
色
】

(1)　

Ａ
検
査
か
ら
測
定
さ
れ
る
職
業
に
対
す

る
興
味
の
傾
向
を
、
ホ
ラ
ン
ド
理
論
の
六
角

形
に
配
列
し
た
職
業
構
造
の
図
か
ら
分
か
り

や
す
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
。

(2)　

Ｂ
検
査
に
お
い
て
、日
常
の
生
活
行
動
・

意
識
や
態
度
の
面
か
ら
生
徒
の
基
礎
的
志
向

性
を
探
索
で
き
る
よ
う
に
し
、生
徒
の
態
度
・

行
動
観
察
の
指
針
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ

う
に
し
た
こ
と
。

(3)　

Ａ
検
査
と
Ｃ
検
査
の
結
果
を
同
じ
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
上
に
表
す
こ
と
で
、
職
業
に
対
す

る
興
味
と
職
務
遂
行
の
自
信
度
を
対
照
す
る

こ
と
が
で
き
、
職
業
に
対
す
る
自
己
の
構
え

を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
こ
と
。

(4) 　

検
査
結
果
を
進
路
学
習
の
教
材
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
が
工

夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

【
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
の
活
用
】

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
基
本
的
な
目
標
は
、
生

徒
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
て
必
要

な
基
盤
と
な
る
能
力
や
態
度
を
発
達
の
段

階
に
応
じ
て
育
て
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

ま
た
、
進
路
指
導
に
お
い
て
も
、
生
徒
自

身
が
自
ら
の
進
路
を
選
択
し
、
決
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
援
助
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
教
育
課
程

と
し
て
、
特
別
活
動
の
領
域
に
あ
る
学
級

（
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
）
活
動
の
内
容
に
「
(3)

学
業
と
進
路
」
と
し
て
、
進
路
適
性
の
吟

味
（
理
解
）、
職
業
情
報
の
活
用
、
望
ま

し
い
勤
労
観
・
職
業
観
の
形
成
（
確
立
）、

主
体
的
な
進
路
の
選
択
決
定
と
将
来
設
計

な
ど
の
進
路
学
習
の
項
目
が
示
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
生
徒
の
進
む
べ
き
進
路
に

関
す
る
情
報
の
理
解
を
促
進
さ
せ
る
と
と

も
に
、
生
徒
自
身
の
自
己
へ
の
理
解
を
深

め
、
職
業
適
性
へ
の
理
解
が
図
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　

進
路
指
導
の
理
念
で
も
あ
る
生
徒
の
個

性
を
尊
重
し
、
そ
の
伸
長
を
図
っ
て
い
く

教
育
に
は
、
生
徒
の
進
路
へ
の
選
択
行
動

に
向
か
う
条
件
や
状
態
を
把
握
し
、
そ
の

う
え
に
た
っ
た
指
導
が
重
要
で
あ
る
。

　

本
検
査
は
、
個
人
が
特
定
の
職
業
分
野
に

進
ん
で
い
く
要
因
や
そ
の
心
理
的
構
造
を
理

解
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
教
師
自
身

に
と
っ
て
も
学
業
だ
け
で
な
い
生
徒
理
解
の

側
面
が
深
ま
り
、
進
路
適
性
を
踏
ま
え
た
適

切
な
進
路
指
導
の
実
践
が
期
待
で
き
、
個
性

を
尊
重
し
伸
長
さ
せ
る
進
路
指
導
の
充
実

に
貢
献
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
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